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平
成
16
年
第
7
回
湯
河
原
町
議
会
「
12
月
定
例
会
」
は
、

11
月
30
日
に
開
会
さ
れ
、
会
期
10
日
間
（
本
会
議
開
催
３
日

間
）
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
・
条
例
改
正
・
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
・
湯
河
原
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

な
ど
議
案
11
件
、
陳
情
審
査
２
件
、
意
見
書
１
件
な
ど
を
審

議
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
行
う
と
い
う
内
容

で
し
た
。

○
報
告
事
項

①
し
尿
等
処
理
委
託
に
つ
い
て
。

②
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
お

け
る
補
助
対
象
地
域
の
見
直
し

に
つ
い
て
。

③
平
成
17
年
度
湯
河
原
町
立
保

育
園
入
園
募
集
に
つ
い
て
。

④
児
童
手
当
法
改
正
に
よ
る
小

学
校
第
３
学
年
終
了
前
特
例
給

付
状
況
に
つ
い
て
。

（
経
済
建
設
常
任
委
員
会
）

○
付
託
さ
れ
た
陳
情
に
つ
い
て

　
「
台
風
22
号
の
被
害
対
応
に

（
民
生
常
任
委
員
会
）

○
水
道
事
業
用
地
取
得
に
つ
い

て　
南
郷
配
水
池
は
、
敷
地
面
積

い
っ
ぱ
い
に
水
道
施
設
が
配
置

さ
れ
て
お
り
、
維
持
管
理
や
今

後
の
施
設
拡
張
の
た
め
に
、
隣

接
す
る
土
地
の
取
得
を
考
え
て

い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
湯
河
原
町
立
保
育
園
運
営
健

全
化
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　
保
育
園
の
運
営
の
健
全
化
を

目
指
す
た
め
、
現
状
や
問
題
点

等
に
つ
い
て
議
論
し
、
次
回
の

委
員
会
で
細
部
を
検
討
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

○
在
宅
重
度
障
害
者
等
助
成
事

業
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
県
内
市
町
村
の
助
成
事
業
状

況
と
当
町
の
比
較
説
明
が
あ
り
、

今
後
の
助
成
基
準
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。

○
（
仮
称
）
湯
河
原
町
介
護
保

険
事
業
所
の
設
置
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

　
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
を
、
17
年
度
か
ら
は
町
が

②
勤
務
時
間
及
び
休
憩
休
息
時

間
に
つ
い
て
。

③
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
に

つ
い
て
。

④
閉
会
中
の
所
管
事
務
等
の
継

続
調
査
に
つ
い
て
。

○
報
告
事
項

①
公
文
書
公
開
制
度
及
び
個
人

情
報
保
護
制
度
の
見
直
し
に
伴

う
横
浜
地
方
検
察
庁
と
の
協
議

に
つ
い
て
。

②
平
成
16
年
度
10
月
末
町
税
等

収
納
状
況
に
つ
い
て
。

③
土
地
の
公
売
に
つ
い
て
。

④
湯
河
原
文
学
賞
「
俳
句
の
部
」

の
結
果
に
つ
い
て
。

　
　

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
）

○
付
託
さ
れ
た
５
件
の
陳
情
に

つ
い
て

　
『
神
奈
川
県
に
対
し
、
「
私

学
助
成
の
拡
充
と
少
人
数
学
級

の
実
現
を
求
め
る
」
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
陳
情
書
』
を
採

択
し
ま
し
た
。
（
意
見
書
は
５

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
他
の
４
件
の
陳
情
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

○
説
明
事
項

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証

実
験
運
行
に
つ
い
て
。

　　
　
委
員
会
だ
よ
り

　
湯
河
原
町
議
会
委
員
会
条

例
に
よ
り
、
事
務
の
調
査
及

び
議
案
・
陳
情
等
を
審
査
す

る
常
任
委
員
会
（
総
務
文
教
、

民
生
、
経
済
建
設
）
と
、
特

定
の
事
件
を
審
査
・
調
査
す

る
特
別
委
員
会
（
広
域
行
政
、

国
内
外
親
善
都
市
推
進
、
あ

た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
調
査
、

議
会
だ
よ
り
編
集
）
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
だ
よ
り

委
員
会
だ
よ
り

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

12
月

定

例

会

12
月

定

例

会

コミュニティバス

南郷浄水場
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（
広
域
行
政
特
別
委
員
会
）

○
（
仮
称
）
熱
海
市
・
湯
河
原

町
し
尿
等
共
同
処
理
検
討
会
運

営
要
項
（
案
）
に
つ
い
て

　
現
在
、
し
尿
等
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
足
柄
上
衛
生
組
合
に

委
託
し
て
お
り
ま
す
が
、
熱
海

市
と
の
し
尿
等
共
同
処
理
の
検

討
は
、
将
来
の
湯
河
原
町
の
立

場
を
明
確
に
し
、
交
渉
に
臨
む

こ
と
が
必
要
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

○
真
鶴
町
と
の
課
題
に
つ
い
て

①
消
防
事
務
受
託
費
負
担
金
に

つ
い
て
。

（
あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
調
査
特
別
委
員
会
）

　
真
鶴
町
と
の
合
併
が
不
調
に

終
わ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
９
月

定
例
会
に
お
い
て
当
委
員
会
の

設
置
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
の
委
員
会
の
進
め
方
に
つ
い

て
協
議
し
、
自
立
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
次
の
分
科
会
を
設

け
調
査
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。

○
第
一
分
科
会

　
補
助
金
、
委
託
料
関
係
に
つ

　
い
て

○
第
二
分
科
会

　
財
政
関
係
（
町
税
、
使
用
料

　
等
に
つ
い
て

○
第
三
分
科
会

　
条
例
、
構
造
改
革
特
区
関
係

　
に
つ
い
て

○
第
四
分
科
会

　
事
務
事
業
、
入
札
関
係
に
つ

　
い
て

　
各
分
科
会
と
も
、
今
後
、
月

に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、

調
査
・
研
究
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

た
。
　
奈
川
村
と
の
今
後
の
交
流
の

あ
り
方
と
防
災
協
力
を
視
野
に

入
れ
た
新
た
な
交
流
先
を
今
後

協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
忠
州
市
か
ら
の
派
遣
職
員
紹

介安
　
忠
煥
（
ア
ン 

チ
ュ
ン
フ
ァ
ン
）
さ
ん

　
36
歳

　
現
在
は
、
環
境
農
政
部
農
政

課
に
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。
派

遣
期
間
は
昨
年
10
月
か
ら
３
月

ま
で
の
６
箇
月
間
で
す
。

　
な
お
、
湯
河
原
町
か
ら
は
、

須
藤
裕
明
さ
ん
が
忠
州
市
に
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
国
内
外
親
善
都
市

　
推
進
特
別
委
員
会
）

○
本
年
度
の
国
内
外
親
善
都
市

交
流
に
つ
い
て

　
忠
州
市
姉
妹
都
市
提
携
10
周

年
記
念
事
業
の
一
環
で
あ
る
、

職
員
の
人
事
交
流
及
び
忠
州
市

世
界
武
術
祭
訪
問
団
派
遣
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
親
善
交
流
都
市
の
合
併
状
況

に
つ
い
て

　
奈
川
村
が
松
本
市
へ
編
入
合

併
す
る
こ
と
に
伴
い
、
合
併
後
、

編
入
先
の
松
本
市
と
の
交
流
は

難
し
い
と
の
報
告
を
受
け
ま
し

関
す
る
陳
情
」
に
つ
い
て
審
査

し
、
趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

○
「
梅
の
宴
」
実
施
計
画
等
に

つ
い
て

　
今
後
、
梅
園
の
維
持
・
管
理

の
た
め
に
入
園
料
徴
収
を
検
討

し
た
い
と
の
説
明
を
受
け
、
観

光
業
者
や
町
内
の
各
関
係
機
関

の
意
見
を
聴
き
、
検
討
す
る
こ

と
を
了
承
し
ま
し
た
。

○
下
水
道
使
用
料
金
に
つ
い
て

　
平
成
８
年
度
策
定
の
「
湯
河

原
町
下
水
道
事
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
で
は
、
５
年
毎
に
料
金

改
定
が
必
要
と
提
言
さ
れ
ま
し

た
が
、
合
併
等
を
勘
案
し
料
金

改
定
を
控
え
て
き
ま
し
た
。

　
合
併
問
題
が
終
結
し
た
こ
と

も
あ
り
、
今
後
の
事
業
会
計
の

安
定
の
た
め
、
料
金
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

○
報
告
事
項

①
「
（
仮
称
）
湯
河
原
町
森
林

づ
く
り
条
例
」
策
定
の
考
え
方

に
つ
い
て
。

②
浄
水
セ
ン
タ
ー
第
２
期
工
事

完
了
に
つ
い
て
。

ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家は有権者に寄付を贈らない！

国
内
外
親
善
都
市
推
進

特
別
委
員
会

広
域
行
政
特
別
委
員
会

あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

調

査

特

別

委

員

会

第2期工事が完了し、広場は一般開放されています。

真鶴分署
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①
地
震
分
布
を
踏
ま
え
、
町
民

へ
の
啓
発
強
化
、
防
災
グ
ッ
ズ

の
斡
旋
及
び
家
屋
の
耐
震
調
査

促
進
の
た
め
の
助
成
制
度
の
整

備
の
検
討
を
指
示
し
て
お
り
ま

す
。
②
教
育
施
設
を
優
先
的
に
整
備

し
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
き
ま

し
て
も
、
優
先
度
を
論
議
し
順

次
耐
震
診
断
及
び
耐
震
補
強
工

事
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

③
防
災
会
議
に
諮
り
方
向
性
を

協
議
し
、
防
災
用
品
は
充
実
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
④
給
水
施
設
に
も
支
障
が
で
る

こ
と
を
想
定
し
、
町
水
だ
け
で

な
く
、
簡
易
水
道
と
連
携
を
図

　
質
問
者
　
小
澤
眞
司
議
員

　
新
潟
県
中
越
地
震
を
教
訓

と
し
た
、
湯
河
原
町
の
地
震

対
策
に
つ
い
て

　
新
潟
県
中
越
地
震
の
初
期
対

応
で
は
、
避
難
場
所
に
お
け
る

毛
布
の
不
足
、
飲
料
水
の
不
足

な
ど
、
初
期
対
応
が
で
き
な
い

と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
湯
河
原
町
は
、
こ
れ

ら
の
反
省
に
学
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
具
体
的

に
町
長
に
質
問
い
た
し
ま
す
。

①
中
央
防
災
会
議
で
発
表
さ
れ

た
地
震
分
布
に
つ
い
て
。

②
想
定
さ
れ
る
避
難
場
所
の
早

急
な
補
強
対
策
に
つ
い
て
。

③
避
難
場
所
の
敷
地
内
に
、
避

難
者
に
対
す
る
毛
布
、
寝
具
類

を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

④
飲
料
水
の
確
保
と
運
搬
ル
ー

ト
の
検
証
に
つ
い
て
。

⑤
医
療
体
制
の
確
認
、
災
害
時

に
お
け
る
医
者
の
手
配
と
配
置

に
つ
い
て
。

⑥
災
害
時
の
諸
制
度
の
徹
底
、
国
・

県
・
市
町
村
に
お
け
る
災
害
者

に
対
す
る
救
済
制
度
の
徹
底
に

つ
い
て
。

ン
ト
に
特
に
意
を
配
し
て
い
く

こ
と
で
、
町
民
の
皆
様
に
も
観

光
地
湯
河
原
を
強
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
観
光
大
使
に
つ
き
ま
し
て
は
、

湯
河
原
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名

な
方
に
観
光
大
使
と
し
て
就
任

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
湯
河

原
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
う
え
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
先
方
の
ご
意
向
も
お
伺
い

し
な
が
ら
、
十
分
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
質
問
者
　
高
橋
延
幸
議
員

　
観
光
立
町
の
宣
言
と
観
光

大
使
に
つ
い
て

　
真
鶴
町
と
の
合
併
も
破
談
に

な
り
、
湯
河
原
町
の
先
行
き
に

対
し
て
、
不
安
を
抱
く
住
民
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
更

に
は
、
景
気
の
低
迷
が
続
き
、

先
行
き
が
不
透
明
な
昨
今
、
観

光
業
に
不
安
を
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
々
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
現
在
、
湯
河
原
の
基
幹
産
業

は
観
光
だ
と
思
い
ま
す
。
町
村

合
併
50
周
年
を
機
に
、
「
観
光

立
町
」
の
宣
言
を
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
更
に
は
、
湯
河
原

在
住
の
著
名
な
方
や
芸
能
人
の

方
々
に
「
観
光
大
使
」
を
お
願

い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
湯

河
原
温
泉
を
宣
伝
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
当
町
の
基
幹
産
業
は
観
光
で

あ
り
、
観
光
客
が
増
え
る
こ
と

が
町
全
体
の
経
済
の
活
性
化
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　
観
光
施
設
整
備
や
集
客
イ
ベ

②
水
道
事
業
に
お
け
る
責
任
水

量
に
つ
い
て
。

③
石
丁
場
に
つ
い
て
。

④
下
水
道
事
業
特
別
負
担
金
に

つ
い
て
。

　
説
明
を
受
け
た
項
目
に
つ
い

て
は
、
他
の
委
員
会
に
も
関
連

す
る
た
め
、
引
き
続
き
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
終
了
後
、
熱
海
・
湯

河
原
広
域
行
政
推
進
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問

　
町
の
一
般
事
務
に
つ
い
て

議
長
の
許
可
を
得
て
質
問
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
質
問
者
は
、
議
長
に
質
問

事
項
を
通
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
質
問
は
、
定
例
会
初
日
に

行
わ
れ
、
質
問
時
間
は
、
答

弁
を
含
め
一
人
50
分
以
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

観光の玄関「湯河原駅」

防災訓練



Q

Q A

A

5

10
条
（
個
人
の
均
等
割
の
税
率
）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
中
「
３
、
０
０
０
円
」
と

あ
る
の
は
、
「
１
、
５
０
０
円
」

と
す
る
。

　

意
見
書
の
提
出

○
私
学
助
成
の
拡
充
と
少
人
数

学
級
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

（
提
案
理
由
）

　
私
立
学
校
は
、
公
立
学
校
と

と
も
に
国
民
の
教
育
を
受
け
る

権
利
を
保
障
す
る
上
で
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
神
奈
川
県

は
、
園
児
、
児
童
、
生
徒
一
人

当
た
り
の
私
学
助
成
金
の
額
が

全
国
最
低
の
レ
ベ
ル
で
あ
り
ま

す
。
　
少
子
化
に
よ
る
生
徒
減
と
も

重
な
っ
て
、
多
く
の
私
立
学
校

の
経
営
は
深
刻
な
事
態
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

学
費
と
教
育
条
件
の
公
私
格
差

が
一
層
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

更
に
は
長
引
く
不
況
で
私
学
に

通
わ
せ
る
保
護
者
の
経
済
的
負

担
は
も
は
や
耐
え
が
た
い
も
の

と
な
り
、
私
学
に
学
び
た
い
と

思
っ
て
も
、
経
済
的
な
理
由
で

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
猫
捕
獲
器
の
貸
し
出
し
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
区
長
の
承
認

に
よ
っ
て
町
が
貸
し
出
し
て
お

り
、
13
年
度
が
５
回
、
14
年
度

が
5
回
、
15
年
度
が
２
回
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
条
例
改
正

◆
湯
河
原
町
税
条
例

　
（
一
部
改
正
）

　
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
個
人
町
民
税
均
等
割
の
非

課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
う
平
成

17
年
度
分
の
個
人
町
民
税
均
等

割
の
特
例
措
置
を
規
定
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

※
「
平
成
17
年
度
分
の
個
人
の

町
民
税
の
均
等
割
の
特
例
」

　
平
成
17
年
度
分
の
個
人
の
町

民
税
に
限
り
、
平
成
17
年
１
月

１
日
現
在
に
お
い
て
、
町
内
に

住
所
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
均

等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と

生
計
を
一
に
す
る
妻
で
町
内
に

住
所
を
有
す
る
も
の
に
係
る
第

に
悩
む
人
も
多
い
た
め
制
度

化
や
飼
猫
条
例
等
に
つ
い
て

　
真
鶴
町
と
の
合
併
協
議
の
中

で
両
町
の
進
ん
だ
所
と
遅
れ
た

所
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
に
真
鶴
で
は
猫
不
妊
・
去

勢
手
術
に
町
が
一
部
助
成
し
て

い
ま
す
が
、
湯
河
原
で
も
猫
害

に
悩
ん
で
い
る
人
も
多
い
。

　
助
成
制
度
を
つ
く
る
と
共
に

適
正
な
飼
い
方
の
普
及
に
努
め

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

猫
捕
獲
器
の
貸
し
出
し
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
県
で
は
、
昨
年
度
「
神
奈
川

県
猫
対
策
推
進
協
議
会
」
が
設

置
さ
れ
、
今
後
の
施
策
を
協
議

し
て
い
ま
す
。
助
成
制
度
実
施

に
当
た
り
、
協
議
結
果
を
踏
ま

え
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
更
に
「
野
良
猫
に
対

す
る
餌
や
り
に
つ
い
て
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
今
年
度
作
成
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
町
と

し
て
も
こ
の
普
及
啓
発
に
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
飼
猫
に
つ
き
ま
し
て

も
不
妊
・
去
勢
手
術
の
推
進
や

適
正
な
飼
い
方
に
つ
い
て
積
極

的
に
対
応
し
、
助
成
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し

　
町
と
し
て
は
、
公
共
施
設
を

管
理
運
営
す
る
上
で
、
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
手
法
の
一
つ
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
「
指
定
」
と

い
う
行
為
に
よ
り
公
の
施
設
の

管
理
権
限
の
指
定
を
受
け
た
民

間
事
業
者
等
を
含
む
幅
広
い
事

業
者
に
委
任
す
る
制
度
で
す
が
、

こ
の
制
度
導
入
に
当
た
り
ま
し

て
は
利
用
許
可
等
の
権
限
を
指

定
管
理
者
に
付
与
し
て
施
設
管

理
代
行
を
さ
せ
る
こ
と
が
適
当

か
ど
う
か
、
公
募
に
よ
る
選
定

方
法
が
湯
河
原
町
に
馴
染
む
か

な
ど
、
今
後
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
た
市
町
村
の
状
況

な
ど
も
分
析
し
な
が
ら
、
更
に

研
究
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

「
補
助
機
関
が
現
在
未
設
置
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
」

　
質
問
者
　
丸
山
孝
夫
議
員

　　
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
助
成

制
度
は
真
鶴
で
は
行
わ
れ
て

い
る
が
、
湯
河
原
で
も
猫
害

り
、
有
事
の
際
に
対
応
で
き
る

よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑤
小
田
原
医
師
会
湯
河
原
班
の

医
療
救
護
班
が
編
成
さ
れ
ま
す

が
、
関
係
市
町
村
と
の
相
互
応

援
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

⑥
災
害
救
済
の
諸
制
度
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
わ
か

り
や
す
く
周
知
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

「
地
元
の
中
小
業
者
へ
の
仕
事

の
確
保
で
、
小
規
模
工
事
を
地

元
業
者
に
発
注
す
る
対
策
及
び

住
宅
改
修
助
成
制
度
（
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
）
の
創
設
に
つ

い
て
」

　
質
問
者
　
冨
田
幸
宏
議
員

　
湯
河
原
町
単
独
で
行
政
運

営
を
行
う
中
で
、
よ
り
一
層

の
行
財
政
改
革
の
取
組
に
つ

い
て

　
湯
河
原
町
の
行
財
政
改
革
の

取
組
に
つ
い
て
、
公
の
施
設
に

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
取

り
入
れ
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

ルールを守って明るい政治 3ない運動 有権者は政治家に寄付を求めない！

条
例
改
正

条
例
改
正



　   会　　　　　　計�    補正額�    補正後の額� 　　　　概　　　　　　　　　　　要�      
�            
一　般　会　計�     881万円�90億2,566万円�児童福祉事務経費、湯河原町町村合併50周年記念事業、区会助成事業など　　　　　　　　 �      
�            　
国民健康保険事業特別会計�  △131万円�30億1,365万円�人件費の減額�      
�            
吉浜財産区特別会計�    △43万円�       1,757万円�前年度繰越金の確定による減額�      
�            
下水道事業特別会計�  1,015万円�17億2,215万円�下水道普及促進事業、管渠維持管理事業、一般管理経費など　　　　　　　　　　　　　　　 　
�            
介護保険事業特別会計�     138万円�15億3,943万円�人件費の増額等�      

�            
水道事業会計�     補正額�   補正後の額�   　          概　　　        　　　　　　　要�     �            

１．収益的収入�       300万円� 4億8,048万円� 雑収入（保険金）�     

２．収益的支出� △1,078万円� 4億7,172万円� 各施設の運転管理全般に関する費用�      
            

温泉事業会計�     補正額�   補正後の額�   　          概　　　        　　　　　　　要�     �            �           
�            
１．収益的収入�       493万円� 2億7,340万円� 雑収入（保険金）、施設負担金�      
�            
２．収益的支出�    2,087万円� 2億6,637万円� 送湯及び給湯施設の運転管理全般に関する費用、災害臨時損失
�            
３．資本的収入� △2,000万円�      5,011万円� 建設改良事業企業債�      
�            
４．資本的支出� △1,895万円� 1億1,106万円� 送湯施設整備工事費�      

補正予算が決まりました
平成16年度12月補正予算の結果
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ラ
イ
オ
ン
ズ
タ
ワ
ー
奥
湯
河
原

管
理
組
合
理
事
長 

橋
本
弘
さ
ん

外
１
５
５
名

　

人

事

案

件

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
た
め
、

人
権
擁
護
委
員
法
第
6
条
第
3

項
の
規
定
に
よ
り
、
同
意
し
ま

し
た
。

（
再
任
）
八
亀
義
臣
さ
ん
　
　

　
　
住
所
：
宮
上
６
１
５
番
地

（
新
任
）
飛
田
　
功
さ
ん
　
　

　
　
住
所
：
土
肥
三
丁
目
５
番

　
　
　
　
　
地
の
５

○
湯
河
原
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
意
し

ま
し
た
。

（
再
任
）
杉
山
茂
久
さ
ん
　
　

　
　
住
所
：
宮
上
３
４
７
番
地

入
学
を
断
念
、
あ
る
い
は
退
学

を
せ
ざ
る
え
な
い
状
況
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
学
を
選
び
た
く
て

も
選
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
層
が

ま
す
ま
す
広
が
り
、
学
費
の
公

私
格
差
が
学
校
選
択
の
障
害
と

な
り
、
教
育
の
機
会
均
等
を
著

し
く
損
な
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
保
護
者
負
担
の
公

私
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
授

業
料
助
成
の
充
実
な
ど
、
教
育

改
革
の
促
進
を
目
的
と
し
た
私

学
助
成
の
一
層
の
充
実
と
少
人

数
学
級
の
実
現
を
図
る
よ
う
強

く
要
望
し
ま
す
。

　
神
奈
川
県
知
事
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

陳

情

審

査

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
全
員
賛
成
に
よ
り
「
趣

旨
採
択
」
と
な
り
ま
し
た
。

件
　
名
　

「
台
風
22
号
の
被
害
対
応
に
関

す
る
陳
情
」

提
出
者
　



正解者の中から抽選で10名の方に粗品を差し上げます。

　　　　　　　　　締切：３月18日（金）当日消印有効

※No.52の正解は①「奈川村」でした。

あて先／〒259-0392 湯河原町中央二丁目２番地１
　　　　湯河原町議会事務局内　議会だより編集委員会 まで

「湯河原梅林」には紅梅・白加賀をはじめ、

多種類の梅が咲いています。

さて、次のうち梅の種類でないのはどれで

しょうか。

①青　軸　②思いのまま　③小彼岸

議
　
案
　
番
　
号

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

陳情16号

陳情20号

意見書6号

平成16年度湯河原町一般会計補正予算 （第５号）

平成16年度湯河原町国民健康保険事業特別会計補正予算 （第２号）

平成16年度湯河原町吉浜財産区特別会計補正予算 （第２号）

平成16年度湯河原町下水道事業特別会計補正予算 （第１号）

平成16年度湯河原町介護保険事業特別会計補正予算 （第２号）

平成16年度湯河原町水道事業会計補正予算 （第１号）

平成16年度湯河原町温泉事業会計補正予算 （第１号）

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

湯河原町教育委員会委員の任命について

湯河原町税条例の一部改正について

台風22号の被害対応に関する陳情

神奈川県に対し、「私学助成の拡充と少人数学級の実現を求める」意見書
の採択を求める陳情書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

私学助成の拡充と少人数学級の実現を求める意見書

議　員　名

議 　案　 名

審

議

結

果

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

同
意

同
意

同
意

可
決

趣
旨
採
択

採
択

可
決

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

露

木

寿

雄

高

橋

延

幸

室

伏

重

孝

冨

田

幸

宏

半

川

義

輝

長
谷
川
俊
子

土

屋

誠

一

山

崎

光

男

杉

本

光

明

原

田

　

洋

佐
々
木
征
坡

二

見

康

男

小

澤

眞

司

松

野

　

滿

丸

山

孝

夫

北

村

幸

則

青

木

昭

久

審議した議案と各議員の賛否 （平成１６年１２月定例会）
○は賛成、×は反対、欠は欠席を表しています。
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傍
聴
の
ご
案
内

　
本
会
議
、
常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
は
傍
聴
が

で
き
ま
す
。
（
委
員
会
は
先
着
６
名
）

　
受
付
／
開
催
日
の
午
前
９
時
か
ら

　
場
所
／
第
１
庁
舎
２
階
　
議
会
事
務
局

    ３
月
議
会
日
程

３
月
１
日
（
火
）
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
２
日
（
水
）
　
本
会
議（
条
例
、補
正
予
算
、当
初
予
算
）

　
　
７
日
（
月
）
　
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
広
域
行
政
特
別
委
員
会

　
　
９
日
（
水
）
　
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
国
内
外
親
善
都
市
推
進
特
別
委
員
会

　
　
11
日
（
金
）
　
本
会
議（
総
括
質
問
、予
算
質
疑
）

　
　
14
日
（
月
）
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
16
日
（
水
）
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

　
　
18
日
（
金
）
　
本
会
議（
委
員
長
報
告
等
）

ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家から有権者への寄付は受け取らない！
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湯
河
原
町
議
会
は
、
よ
り
開
か
れ
た

議
会
を
め
ざ
し
て
お
り
、
本
会
議
及
び

常
任
・
特
別
委
員
会
の
会
議
録
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
ア
ド
レ
ス
は
表
紙
に
記
載
）

　
ま
た
、
本
会
議
の
会
議
録
は
、
町
立

図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
「
議
会
ゆ
が
わ
ら
」
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
委

員

長
　
　
佐
々
木
　
征
　
坡

　
副
委
員
長
　
　
原
　
田
　
　
　
洋

　
委
　
　
員
　
　
長
谷
川
　
俊
　
子

　
委
　
　
員
　
　
土
　
屋
　
誠
　
一

　
委
　
　
員
　
　
杉
　
本
　
光
　
明

　
委
　
　
員
　
　
小
　
澤
　
眞
　
司

吉

浜

稲

荷

神

社

　
湯
河
原
町
に
冬
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物

詩
「
お
稲
荷
さ
ん
」
。
吉
浜
稲
荷
神
社
の

大
祭
が
毎
年
11
月
９
日
、
10
日
に
あ
り
ま

す
。
特
に
、
10
日
は
本
町
通
り
商
店
街
に

露
店
が
軒
を
並
べ
、
夜
と
も
な
れ
ば
大
変

な
賑
わ
い
を
み
せ
ま
す
。
神
社
境
内
で
甘

酒
の
も
て
な
し
を
受
け
、
食
べ
る
と
風
邪

を
引
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
、
渋
抜
き

し
た
「
い
な
り
柿
」
を
八
百
屋
さ
ん
で
買

う
の
を
人
々
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
稲
荷
さ
ん
」
に
ち
な
ん
だ
言
葉
に

「
稲
荷
風
」
が
あ
り
ま
す
。
11
月
10
日
の

市
が
た
つ
日
は
必
ず
強
風
が
吹
き
、
寒
い

宵
の
市
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
言
葉
が

生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
地
球
温
暖
化
の
た

め
で
し
ょ
う
か
。
最
近
は
こ
の
「
稲
荷
風
」

が
吹
か
な
い
よ
う
で
す
。

   

鍛
冶
屋
の
道
祖
神
と

 

　
塞
（
さ
え
）
の
神
の
祭
り

　
鍛
冶
屋
地
区
の
道
祖
神
は
、
旧
黒
石
配

水
池
の
近
く
と
、
宮
渡
橋
の
バ
ス
停
の
そ

ば
に
あ
り
ま
す
。

　
バ
ス
停
そ
ば
の
道
祖
神
は
、
新
幹
線
の

工
事
や
、
消
防
団
詰
所
の
建
設
等
で
た
び

た
び
移
転
さ
れ
た
あ
と
現
在
の
場
所
に
な
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
鍛
冶
屋
で
は
、
毎
年
11
月
14
日
に
子
供

の
行
事
と
し
て
、
塞
の
神
の
祭
り
が
あ
り

ま
す
。
塞
の
神
は
、
「
さ
い
の
か
み
」
、

「
ど
う
そ
じ
ん
」
、
「
ふ
な
ど
の
か
み
」

と
も
呼
ば
れ
、
通
行
人
を
守
り
、
邪
神
や

悪
疫
が
村
に
入
っ
て
く
る
の
を
さ
え
ぎ
る

神
さ
ま
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
り
の
日
は
、
う
ず
わ
（
ソ
ウ
ダ
ガ
ツ

オ
）
を
塩
漬
け
に
し
て
焼
い
た
「
塩
う
ず

わ
」
を
ほ
ぐ
し
、
ま
ぶ
し
た
お
む
す
び
が

子
供
達
に
配
ら
れ
ま
す
。
こ
の
お
む
す
び

に
は
収
穫
の
喜
び
、
豊
作
へ
の
感
謝
、
子

供
達
が
病
気
に
か
か
ら
ず
、
す
こ
や
か
に

育
つ
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

※
掲
載
し
た
記
事
は
、
左
記
の
文
献
を
引

用
・
参
考
に
し
ま
し
た
。

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
　
〜
虎
の
巻
〜
」
　

　
　
　
　
　
　
ウ
エ
ス
ト
４
実
行
委
員
会
編

「
湯
河
原
の
道
祖
神
」
　
高
橋
　
徳
著

〈
お
知
ら
せ
〉

　
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
「
わ
が
町
を
知
る
」

は
今
回
で
一
旦
終
了
し
、
次
回
か
ら
は
、

湯
河
原
町
議
会
の
仕
組
み
等
を
取
り
上
げ

る
予
定
で
す
。

　
議
会
に
対
す
る
ご
質
問
・
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

吉浜稲荷神社

宮渡橋そばの塞の神（道祖神）

八百屋さん店頭の「いなり柿」


